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本対比表は、論文「四庫全書本『説文解字繫傳』に見える小篆異体字」[1]の中で、紙幅の

制限のため含めることができなかった『説文解字繫傳』の小篆対比表の全体である。以下の

資料から切り出したものである。 

⚫ 汲古閣通行本説文解字(毛 5、京都大学所蔵本による) 

⚫ 『説文解字繫傳』四庫全書文淵閣本(淵、浙江大学の InternetArchive 寄贈データによる) 

文献[1]で解説したように、InternetArchive 寄贈データに少なくとも 3 頁分(K02755～

K02760, K07192～K07203, K08353～K08358)の脱落がある。この部分については台湾商

務印書館の縮印本により補ったため、InternetArchiveへのハイパーリンクが無い。 

⚫ 同文津閣本(津、商務印書館の縮印本による。第 2.0版より追加) 

⚫ 同汪啓淑本(汪、東北大学所蔵本、教養 821-99による) 

文献[2]で解説されるように、東北大所蔵の汪啓淑本には脱葉があり、本対比表ではそれ

らの葉にあった小篆は抜けている。詳細は別途機関リポジトリで公開する国立公文書館

所蔵本で確認されたい。 

⚫ 同述古堂本(述、四部叢刊重印影印本による) 

⚫ 同祁寯藻本(祁、道光 19年本の華文書局影印本による) 

コメントの冒頭にある種別(T2～T5)は以下を意味する。ただし、第 2.0版でのコメントは

第 1.1版のものと同じで、文津閣本の状況は反映していない。これを含めたコメントは将来

の版での改訂にゆずりたい。 

T2: 上記論文[1]の表 2に含まれているもの(別字に見えるレベルで違うもの) 

T3: 上記論文[1]の表 3に含まれているもの(部品の数が異なるもの) 

T4: 上記論文[1]の表 4に含まれているもの(部品数は同じだが構造が異なるもの) 

T5: 上記論文[1]で言及していないもの(T2～T4に比べ、差が小さいため) 
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変更履歴 

第 2.0版 (2019-08-23) 文津閣本の画像を追加しました。文淵閣本脱落部分を補いました。 

第 1.1版 (2018-11-30) 公開しました。 


